
令和５年度 自己評価・学校関係者評価報告書 
 
                                                               学校法人 本城学園 本城西幼稚園 
 
１ 本園の教育目標 
  本城地域の環境を生かして『感動の教育』を実施し、『元気・根気・勇気のある子』の素地を育む。 
 
２ 本年度の重点的に取り組む目標・計画 
 (１) コロナ禍の５類により制限されていた保育環境から、段階的に以前の保育へ戻す実践 
 (２) 子どもたちの気持ちを受け止め、成長を支えるために心を尽くし協働する園務組織の構築とその機能化 
 (３) 家庭や地域と共に子どもを守り成長を支え、信頼され開かれた幼稚園の継続とその深化 
 
３ 評価項目の達成及び取り組み状況（一部抜粋） 
                    評価 Ａ：達成している Ｂ：一部達成している Ｃ：一部改善を要する Ｄ：改善を要する 

   評価項目  評価                    取り組み状況・結果 
保育内容の工夫
改善や開発 

 
  Ｂ 

保育内容については、コロナ禍で対応した実践を整理して、段階的に通常の保育の

内容に移行することができた。園児や保護者にとって何が良いか必要かを職員・保

護者と協力しながら保育にあたることも出来た。 
 
教師としての資
質や能力の向上 

 
  Ｂ 

保育指導にあたっては、ＰＤＣＡサイクルに乗っ取っての実践に努め教師としての
資質や能力の向上に努めた。しかし、研修については、個々人において差がみられ

た。また、全体での研修の機会をあまりもつことができなかった。来年度は個々の

キャリアをもとに研修を行っていきたい。 

 
幼児の見取りと
理解・対応 

 
  Ａ 

職員は、子ども一人ひとりを丁寧に見とる対応がてきていた。子どもが何を伝えた

いのかを時間をかけて聞き取っている。また、子ども間でトラブルが起きた時は両

者の話をじっくりと聞き取って自分の思いを自分なりの言葉で相手に伝え合うこと

ができるよう促し、両者が納得いくまで話を行わせいる。 
 
健康と安全への
配慮 

 
Ｂ 

毎朝、登園してくる子ども達一人ひとりの健康状態を各担任は必ず確認して、気に

なる園児については、保護者に連絡を行っている。怪我などが発生しない為の約束

を活動前にその都度行い、発生した時は他の教師と連携して発生状況把握を行うと

ともに適切な処置を行う様に努力している。 
 
４ 幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 
                    評価 Ａ：達成している Ｂ：一部達成している Ｃ：一部改善を要する Ｄ：改善を要する 

 評価                                 理  由 
 
   Ｂ 

本園では、教師一人ひとりが８項目について個別の自己評価を実施して、課題意識をもたせてい
る。学期ごとに反省会をもち、次学期や次年度取り組みの方向性を見いだす様に努めている。し
かし、個人の自己評価の達成度については一考の余地がある。 

 
５ 今後取り組む課題 

   課  題                     具体的な取り組み方法 
保育内容の改善 コロナ禍明けのを活動に対する反省を行い、保育内容の改善を実施する。 
効率的な園務運営 園務分掌組織を見直し、教師各人がその職務を果たすよう各種計画書等の整備を推進する。 
特別支援教育 関係機関との連携、自己研修により、個々に応じた個別の指導計画作成に努める。 

 
６ 学校関係者評価委員会の評価 
 〇 コロナ禍明けという状況の中、子ども達のことを常に一番に考えて保育を実践してることは評価できる。 
 〇 教育目標達成について、全職員で組織的に取り組み、努力していることがうかがえる。 
 〇 職員は、いつも笑顔で保護者に対応して、熱心に保育に取り組んでいる姿を見ることができた。 

〇 園の実生活を知るために、動画等の配信も今後行ってほしい。 

 
                           学校関係者評価委員   
 
                                                   学校関係者評価委員     
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                                                   学校関係者評価委員      

 

委員会実施日     令和６年 ３月１４日 


